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最近、必要があって Adrian Barlow, Extramural ;Literature and Lifelong 






















リッジ大学生涯継続教育研究所 Institute of Counting Educationの通称である。 

























教育 non-vocational liberal education を最大の特色とするイギリス「成人教育」












                                                  
2 「イギリス成人教育の方法論的成立に関する史的考察―初期テュートリアル・クラスの生










What is InterProfessional Education？ 































































まず、IPE は大別して、「IPW 直結型 IPE」と「多職種／他業種交流型 IPE」に分けら





































まず、IPE は大別して、「IPW 直結型 IPE」と「多職種／他業種交流型 IPE」に分けら
















「IPW 直結型 IPE」には、下位タイプとして「手術室」型 IPE と「地域医療」型 IPE が
ある。「手術室」と「地域医療」は医療関係の言葉であるが、ここでは比喩的・便宜的に
用いており、「IPW 直結型」IPE が、医療領域に限定されることを意味するわけではない。 
 
① 「手術室」型 IPE 
「手術室」型 IPE とは、「限られた条件の中で特定の仕事の達成を目的にチームで協働





携などが求められる。ゆえに、IPE もそのような IPW の仕事場面を想定した内容構成が必
要とされる。 
 
② 「地域医療」型 IPE 
他方、「地域医療」型 IPE とは、「患者やクライアントの問題解決・状況改善やニーズ
の充足に向けて、目的の設定やプラニングも含めて協働し、各自が自らのパートを担う」




Ⅰ IPW 直結型 IPE 
 Ⅰa 「手術室」型 IPE 
 Ⅰb 「地域医療」型 IPE 
Ⅱ 多職種／他職種交流型 IPE 
 Ⅱａ ビジネス交流型ＩＰＥ 
 Ⅱｂ 専門職教育者交流型ＩＰＥ 
 Ⅱｃ 他の目的のためのＩＰＥ  
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            ４ おわりに代えて 
 
筆者は、2011 年 3 月初旬の英国サリー大学名誉教授 Peter Jarvis 氏を迎えての専門職教
育者を対象とする交流型セッションの開催を基点とし、科学研究費補助金・萌芽研究「専
門職教育と専門職性に関する異業種間比較研究―成人教育学の観点から」（H23~H25：研
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The Present Situation and Issues  































表１ 職種別にみた病院の常勤換算従業者数（2011 年 10 月 1 日時点） 
（単位：人）
 













































種連携を目指す IPE が展開されることとなった。 
 
 
２．日英における IPE 組織の設立と展開 
 
 日本で IPE が展開される上で重要な役割を果たしたのが、全国的な組織の設立である。
ここでは、そのひとつである日本保健医療福祉連携教育学会（Japan Association for 
Interprofessional Education：JAIPE、以下 JAIPE）の設立と展開について、影響を与え
たイギリスの IPE組織である英国専門職教育推進センター(Centre for the Advancement of 
Interprofessional Education：CAIPE、以下 CAIPE)の事例とともに概観しておきたい。 
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（２）日本の IPE 組織―JAIPE を中心に7― 
2005 年、埼玉県立大学において日本初の IPE ワークショップが開催された。2006 年以
降は、文部科学省「特色ある大学教育支援プログラム（特色 GP）」などの採択を受けた医
療系大学を中心に、IPE を軸にした教育プログラムが実際に構想・展開された。こうした
流れの中、2008 年、CAIPE から理念的・実践的示唆を多分に受けつつ、日本的 IPE 組織























３．医療系 IPE の具体的取り組みにみる IPE の到達点と課題、可能性 
 
医療系 IPE においては、上述のように全国的組織が設立され、IPW を見据えた、保健・
医療・福祉の枠を超えた専門職養成への道を着実に歩み始めている。最後に、こうした医




























題と言えるだろう。また、①の時期に IPE を学んだ学生が専門職者として現場の IPW を担
うようになれば、継続的な現職教育・研修機会としての IPE も普及・定着していくことが
期待される。 













図３ 昭和大学における IPE の全体像 
出典：昭和大学ホームページ「チーム医療を実現する体系的学士課程の構築」 
http://www.showa-u.ac.jp/rsch_acad/mext_gp/2009/2009_001.html（閲覧日 2013 年１月 20 日）より一部抜粋 
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ければ IPE／IPW に引き込むことが困難との指摘もある17。 





































超えた専門職 IPE の可能性についても検討していきたい。 
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巻第 10 号、2011 年、pp.3100-3105）や木内による前掲資料など。 
11 ここで取り上げる事例については、木内による前掲資料、昭和大学ホームページ




14 たとえば、朝比奈真由美「IPE と OBE：亥鼻 IPE のアウトカム評価」（第 45 回日本医
























藤 代  諒 
 
Opportunities for the Development of Citizenship 
 in Young People in the United Kingdom 
























































































 2000 年代に入るまで、この非行対策の「健全育成」が続いていた。その後、2003 年およ










































めの諮問委員会が発表した‘Education for citizenship and the teaching of democracy in 
schools’(通称：クリック・レポート)によると、シティズンシップの意義は幅広く定義づけ

















































 レスター市（Leicester City）は、イングランドのレスターシャー州にある人口約 30 万
の町である。同市にはレスター大学（University of Leicester）やデ・モントフォート大学
（De Montfort University）のような大きな大学が 2 つあり、若者が多く、常に若者の活気
− 25 −




































































































技能、という 6 つの技能があげられる。 
 以上、専門的サービスは、ユースワーカーの専門的な役割を維持するための４つの行動








































ービスに関わっておられるレスター市の職員の Linda Holmes 氏は、この政策は発展途上













（Young People’s Council）や若者ファシリテーター（Young People Facilitators）の存在
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4－3．「若者ファシリテーター(Young People Facilitators)」の存在と活動内容 
 「若者ファシリテーター（Young People Facilitators）」とは、ゴールドスタンダード・
ユースサービス会議に参加した若者のグループを指す。彼らは当日の司会やグループ討議
の進行役という役割を担っていた。16～21 歳の若者 7 名が参加しており、彼らはそれぞれ
「若者協議会（Young People’s Council）」と「若者指導者（Young Advisors）」という組織
に属している、もしくは所属経験者である。では、若者たちはこれらの組織でどのような
活動をしているのであろうか。 
























































































the Advisory Group on Citizenship，Education for citizenship and the teaching of 










問題』第 626 号(第 54 巻春季号)，2007 
伊藤俊夫・山本恒夫・吉川弘編『生涯教育と青少年教育』，ぎょうせい，1981 
































やノウハウのある NPO 法人、株式会社などが実施しており、平成 25年度は全国 160 か所に
設置されています。（原文引用、厚生労働省ＨＰ：
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レポートから－』，キーステージ 21，2012，（the Advisory Group on Citizenship，Education 













http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/vision/program.html，2013 年 11 月 28 日参照 
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ている。（Young People’s Council の Web ページ
（http://www.leicester.gov.uk/councillors-democracy-and-elections/ypc/，2013 年 12 月 17
日参照）を参照。） 
38 Young People’s Council の Web ページ
（http://www.leicester.gov.uk/councillors-democracy-and-elections/ypc/，2013 年 12 月 17
日参照）を参照。 
39 この他の活動としては、「若者協議会（Young People’s Council）」と似ており、若者の生
活に影響を与える決定事項に対して、若者の代表として積極的に若者の意見を述べるとい
うことがあげられる。 
Young Advisors については Web ページ






                                                                                                                                                 
40藤代諒「レスター市議会『2012 年ゴールドスタンダード・ユースサービス会議』出席者
配布資料(“Gold Standard Youth Service Conference 2012 DELEGATE INFORMATION”
21p)を読む」，『京都大学生涯教育フィールド研究』，2013，p.82 
41 Hear by Right については、NYA の Hear by Right の Web ページ

















 Looking for the origin of my lifelong learning 














































































めるに当たり、心学に欠かせない次の 3 点を簡単に紹介する。 




















































































































































































































































































































































































































































































残された時間には、他の 2 分野と交錯しながら私だけが見つける事の出来る歩を固めたい。 
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1 (社)心学明誠舎編「明誠舎沿革略」 (昭和 50 年 4 月 17 日、（社)心学明誠舎刊) 
2 R・N・Bellah「Tokugawa  Religion」2013 年 7 月没、㈳心学参前舎編「心学が拓く 21 世紀の日本」所収
『新しい倫理の確立』、 
竹中靖一「ロバート・ベラーの心学観」（宮本又次『アメリカの日本研究』所収）など 





8 (社)心学明誠舎編「明誠舎沿革略」 (昭和 50 年 4 月 17 日、（社)心学明誠舎刊) 
9 大阪春秋社「大阪春秋第 72 号:今に生きる『安心の哲学』おおさかのしんがく」所収 
10 竹中靖一稿「山田俊卿伝」 (昭和 50 年 4 月 17 日、（社)心学明誠舎刊) 





15 じょねっとすいた編「ずっと住みたいね吹田：私の街の輝く女性たち」1994 年 
16 じょねっとすいた編「学びから とも育ち：ずっと住みたいね吹田・地域の公民館から考えよう」1995 年 
 「月刊社会教育 No472：特集女性問題学習これまでこれから」所収中尾敦子編『迷路からの脱出』1995 年 
17 1999 年「じょねっと・すいた」事務局の「生涯学習で街づくり」事業、2002 年「なにわネット(wabas 大
阪事務局)」の「豊かな高齢者社会へエンパワーメント」事業 
18 じょねっとすいた編「セミナーから見つけたもの:輝く女性たち PartⅡ」2008 年 
19 京都大学大学院教育学研究科 2004 年度中尾敦子修士論文「成人女性の学習をめぐる実態と課題」 
20 前平 泰志：京都大学大学院教育研究科教授（生涯教育学講座） 
21 亀岡市生涯学習町づくり実行委員会事業「時空を超えて今蘇る石門心学」第 5 講座（平成 15 年 11 月） 











International Trend on the Status of the Artist; 
Re-examination of the UNESCO  


































は、1977 年の「芸術家の地位に関する ILO/UNESCO 専門家会議」の報告書と 1980 年の
「勧告」だけでなく、それを受けて国際美術連盟（IAA/AIAP）5が発表している「専門的
職業としての芸術家」の定義も参照する。次に、「勧告」で取り組むべきだとされた項目を







































































































(3) IAA/AIAP「専門的職業としての芸術家」（1980 年以降） 
「勧告」の定義がどのように活かされているのか、その一例として国際美術連盟
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文化庁「文化芸術関連データ集平成 23 年度版」 
林容子『進化するアートマネジメント』レイライン、2004 
ILO/UNESCO, The Status of the artist: a general review of problems of employment 







日本美術家連盟『連盟ニュース』第 280 号、日本美術家連盟、1981 
Sally C. Cornwell, The social and working conditions of artists, International Labour 
Review, Vol.118, No.5, September-October 1979 
総務省、「日本標準職業分類 説明及び内容例示」 
UNESCO General Conference, Consolidated report on the implementation by member 
states of the 1980 recommendation concerning the status of the artist, 21 October 2011 
(36C/57) 
UNESCO, Recommendation concerning the Status of the Artist, adopted by the General 
Conference at its twenty-first session, Belgrade, 27 October 1980  
UNESCO, Report on the progress realized during the last fifteen years in the 
implementation of the Recommendation concerning the Status of the Artist: study on 
the first evaluation meetings, 13 June 1997 (CLT/CONF/206/6) 
 
                                                  
1 「ユネスコの勧告について」『連盟ニュース』第 280 号、日本美術家連盟、1981 
2 UNESCO, Report on the progress realized during the last fifteen years in the 
implementation of the Recommendation concerning the Status of the Artist: study on 
the first evaluation meetings, 13 June 1997, UNESCO Doc CLT/CONF/206/6 
3 ‘World Observatory on the Social Status of the Artist’ 
＜www.unesco.org/culture/en/statusoftheartist＞ (2014/1/15 最終閲覧) 
主な項目は「扶助金と税金」、「諸手当と奨学金」「ネットワークとパートナー」「著作権と
著作隣接権」などである。 
4 UNESCO General Conference, Consolidated report on the implementation by member 
states of the 1980 recommendation concerning the status of the artist, 21 October 2011, 
UNESCO Doc 36C/57 
5 International Association of Art / Association Internationale des Arts Plastique 








                                                                                                                                                 
員会は「一般社団法人日本美術家連盟」が設立している。 
6 performer, performing artists を指し、音楽家、演劇家、舞踏家、大道芸人などをいう。 
7 Sally C. Cornwell, The social and working conditions of artists, International Labour 







曜社、2001。なお、これ以前からの芸術家の地位をめぐる UNESCO の動向については表 1
を参照されたい。 
10 ILO/UNESCO, The Status of the artist: a general review of problems of employment 
and conditions of work and life, OIT/UNESCO/RECA/4; CC.77/CONF.615/COL.4, 1977 
11 邦訳は注９と同書、小林真理（2001）を参照した。ただし、原文で‘active life’となって
いる部分を「活動的な生活」とした。1980 年の勧告では‘life’のみになっているためである。 
12 注 10 と同書、p.2 
13 注 11 と同書を参照。 




18 visual art, visual artist を指す。絵画、版画、彫刻などをいう。 
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Interpretation of Reception of Works in Dewey's Theory of Art 
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かと考えられる。今後、上記の問題意識をもとに、現代の美術館における鑑賞者の美的経験および実
践プログラムについて、デューイの芸術論を手がかりとしながら考察していきたい。 
                                            
註 
 
i   J.デューイ著,栗田修訳『経験としての芸術』2012,晃洋書房（J.Dewey, Art as Experience, Perigee 




iii  J.デューイ著,栗田修訳『経験としての芸術』2012,晃洋書房,p1 
iv  同上,p.10 
v  同上,p.52  
vi  同上,p.59  
vii
  同上,p.59  
viii 同上,p.59  
ix  同上,p.60  
x   同上,p.61 
xi  同上,p.218   
xii 同上,p.218  
xiii 同上,p.60  
xiv  同上,p.59   
xv  同上,p.60   
xvi  同上,p.60   
xvii
 同上,p.60   
xviii
 同上,pp.217-218   
xix  同上,p.61  
xx   同上,p.61  
xxi  同上,p.274  
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i   J.デューイ著,栗田修訳『経験としての芸術』2012,晃洋書房（J.Dewey, Art as Experience, Perigee 




iii  J.デューイ著,栗田修訳『経験としての芸術』2012,晃洋書房,p1 
iv  同上,p.10 
v  同上,p.52  
vi  同上,p.59  
vii
  同上,p.59  
viii 同上,p.59  
ix  同上,p.60  
x   同上,p.61 
xi  同上,p.218   
xii 同上,p.218  
xiii 同上,p.60  
xiv  同上,p.59   
xv  同上,p.60   
xvi  同上,p.60   
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 同上,p.60   
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 同上,pp.217-218   
xix  同上,p.61  
xx   同上,p.61  
xxi  同上,p.274  

























Current Issues of Legal Training as a Profession; 






























































































































（２）「司法改革に関する宣言」（その２、1991 年）（その３、1994 年） 
































































































































































































3 1964 年から 40 年間に日本の弁護士人口は 3倍に増えたが、それでも人口に占める比率を比
較すると、アメリカの約 26 分の 1、イギリスの約 12 分の 1、ドイツの約 8分の 1、フランス
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12 当番弁護士制度とは、弁護士が 1 回無料で逮捕された人に面会に行き、今後の手続きや保
護されている権利について説明する制度である。日本弁護士連合会の HP 参照。


















































































視点に立ち、「地域社会における障害者 Handicapped Person in the Community」という







































視点に立ち、「地域社会における障害者 Handicapped Person in the Community」という





会 British Council of Organization of Disabled People : BCODP」である。彼は BCODP
の初代会長を務め、運動と研究の両方に携わりながら、イギリス障害学の形成に貢献した。 
 1980 年代から 90 年代にかけて、イギリス障害学は確立の時期を迎え、議論も活発化し
た。その中心となったのがマイケル・オリバーである。オリバーは UPIAS の思想と活動か
ら影響を受け、それを理論的に発展させた。1983 年に『障害者とともに歩むソーシャルワ








































これらの法律の集大成といえるのが 1990 年制定の「障害をもつアメリカ人法(Americans 




は、1983 年にアーヴィング・ケネス・ゾラ(Irving Kenneth Zola)によって創立された障害





害者と同じニーズを抱えているという『ニーズの普遍性』(extending the universality of 



























 また、1980 年代から 1990 年代にかけて、国連による「国際障害者年」の提起、それを
起点とする「国連障害者の十年」の世界的な取り組み、国連総会で採択された「障害者の
機会均等化に関する基準規則(Standard Rules on the Equalization of Opportunities for 
Persons with Disabilities)」、また国際的な障害者組織である障害者インターナショナル
(Disabled Peoples’ International : DPI)の組織化などが見られた。これらの国際的な流れの
理論的バックボーンとして、イギリスやアメリカにおける障害学が存在するのである13。 
 一方で、イギリスやアメリカの障害学は、世界保健機構(WHO)が 1976 年に提示した国際
疾病分類(International Classification of Disease : ICD)や、それを発展させた 1981 年の国
際障害分類(International Classification of Impairments, Disabilities and Handicaps : 








































































































































































































































































































































杉野昭博編『リーディングス日本の社会福祉 7 障害と福祉』日本図書センター、2011 
杉本章『障害者はどう生きてきたか 戦前・戦後障害者運動史[増補改訂版]』現代書館、2008 
定籐丈弘『障害者と社会参加 機会平等の現実－アメリカと日本』部落解放研究所、1994 





















































16 杉本章『障害者はどう生きてきたか 戦前・戦後障害者運動史』現代書館、2008、pp.64-75 






















































 本特集は、英国サリー大学生涯継続教育学部（Continuing Education）名誉教授 P・ジ









国際誌 International Journal of Lifelong Education の編集長を務める等、成人教育学・
生涯教育学研究において世界的に最も著名な研究者の一人である。60 冊以上執筆してきた
特集目次： 







編著書には、Routledge International Handbook on Lifelong Learning (2009; 2012)、







教育理論の構築に向けられてきたと考えられる。2008 年に刊行された三部作 ①Towards a 
Comprehensive Theory of Human Learning, ②Globalization, Lifelong Learning and 








僚の看護学部教員 S・ギブソンと共に執筆した The Teacher Practitioner and Mentor in 
Nursing, Midwifery, Health Visiting Services（1997）では、サリー大学での実践経験に
基づき、看護師などの医療職者の文脈にそくした学習・教育論、指導者論等が提起されて
いる。 






























                                            
1 Jarvis, P. Professional Education. Croom Helm, 1983. 
3 月 19 日 到着 
3 月 20 日 卓越した大学院拠点形成支援国際フォーラム・生涯教育学分科会での
講演 
3 月 21 日 京都大学薬学部及び京都大学病院における薬学教育の視察・議論 
3 月 22 日 薬学生・医学生とのインフォーマル・セッション 
3 月 23 日 異業種専門職者交流イベント「職業人の成長と経験をシェアする：英
国成人教育・生涯学習研究者ピーター・ジャービスとともに」 
3 月 24 日 第 71回京都生涯学習研究会での講演会 
3 月 25 日 帰国 
− 101 −









涯教育学研究において欠かすことのできない学習理論についての講演を行った。         
 
                          
  
学習の二つの側面：暗黙性と自明性 


























































































































































































































































                                            
2 朝日新聞「純金まとう西陣織の『風神』 完成に三年半『技の極地』」（2013 年 6 月 4 日付
http://digital.asahi.com/articles/OSK201306030167.html accessed: 2013/12/27） 
3 Nyiri, J. C. and Barry, S. Practiocal Knowledge: Outlines of a Theory of Traditions and 
Skills. Routledge Kegan & Paul, 1988. 
4 Argyris, Chris, and Donald A. Schön. Theory in Practice: Increasing Professional 
Effectivenss. Jossey-Bass Publishers, 1974. 
5 Illeris, Knud. How we Learn: Learning and Non-Learning in School and Beyond. 
Routledge, 2007. 
6 Jarvis, Peter. Adult Education and Lifelong Learning : Theory and Practice. Ed. Peter 
Jarvis. : pbk Vol. London ; New York: Routledge, 2010. 
7 Chalmers, David. The Conscious Mind: In Search of a Fundamental Theory. Oxford 
University Press, 1997. 
8 Marton, F., and Booth Shirley. Learning and Awareness. Lawrence Erlbaum Associates, 
− 109 −
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1997. 
9 Berger, Peter L., 1929-, and Thomas Luckmann 1927-. The Social Construction of Reality : 
A Treatise in the Sociology of Knowledge. Ed. by Peter L. Berger and Thomas Luckmann. 




11 Reber, S. Penguin Dictionary of Psychology. 4th ed. PenguinPrint. 
12 Damasio, A. The Feeling of what Happens: Body, Emotion and the Making of 
Consciousness. Vintage, 2000. 
13 Polanyi, M. The Tacit Dimension. Anchor Books, 1967. （M・ポランニー著『暗黙知の次元』、
高橋勇夫訳、筑摩書房、2003 年） 
14 Baumard, P. Tacit Knowledge in Organizations. Sage Publications, 1999. 
15 McCorduck, P., and E. A. Feigenbaum. The Fifth Generation: Artificial Intelligence & 
Japan's Computer Challenge to the World. Addison Wesley Publishing Company, 1983. 
16 Alheit, P., The biographical approach to lifelong learning, Routledge International 
Handbook of Learning, ed. Jarvis, P., Routledge, 2012, p.172 
17 Wexler, B. E. Brain and Culture: Neurobiology, Ideology and Social Change. MIT Press, 
2006 
18 Housden, S. Reminiscence and Lifelong Learning. NIACE, 2007. 































が2011年に韓国で行われた「グローバル人材フォーラム (Global Human Resources 
Forum)」に出席した際、日本の鳩山前首相を含め日韓のリーダーたちのスピーチを聴いた。
そこでは、新しい資本主義は少しソフトなものに変わって行くだろうと議論されていた
（Powerhouse of Talents: English Version, Positive Changes: The education, science & 
technology, policies of Korea, 2012 参照）。 
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 第三期の大学（University of the Third Age, U3A）：高齢者を対象にした大学
であるU3Aはますますその規模を拡大している。イギリスでは全人口の
16.5%、スウェーデンでは19%が利用者とする調査結果もある。 

































































                                            
20 Kaletsky, A. Capitalism 4.0: The Birth of a New Economy. Bloomsbury Paperbacks, 2011. 
21 Newman, M. Teaching Defiance: Stories and Strategies for Activist Educators. 
Jossey-Bass, 2006. 
22 Jarvis, P. "Learning to be a Person: East and West." Comparative Education 49.1 (2012): 
4-15.  
23 Stehr, N. Knowledge Societies. SAGE, 1994. 
24 Feser, E. Philosophy of Mind: A Short Introduction. Oneworld, 2005. 
25 例えば、Tallis, F. R. Hidden Minds: A History of the Unconscious. Arcade Publishing, 
2011; Sheldrake, R. The Science Delusion. Coronet, 2012. 
26 Clark, Mary E. In Search of Human Nature. Ed. Mary E. Clark. : pbk Vol. London: 
Routledge, 2002. 
27 Jensen, E. The Learning Brain. Brain Store Inc, 1994. 
28 Organisation for Economic Co-operation,and Development, and Centre for Educational 
Research,and Innovation. Understanding the Brain : The Birth of a Learning Science. Paris: 
Organisation for Economic Co-operation and Development, 2007.  
29 Gardner, H. Frames of Mind : The Theory of Multiple Intelligences. Ed. Howard Gardner. 
New York: Basic Books, 1983. 
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年代に行った古典的名著「ポスト・モダンの条件（英題 Postmodern Condition： a report 
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 「知の変化」、ジャン=フランソワ・リオタール著『ポスト・モダンの条件 : 知・社
会・言語ゲーム』、小林康夫訳、書肆風の薔薇、1986年 
 ‘Developments in Lifelong Education’, Jarvis, Peter. The Routledge International 
Handbook of Lifelong Learning. Ed. edited by Peter Jarvis. : hbk Vol. London: 
Routledge, 2009. 
 ‘Practice-based Edcuation’, Higgs, J., R. Barnett, and S. Billett. Practice-Based 
Education: Perspectives and Strategies. Sense Publishers, 2012. 
 ‘Research into Practice,’ Jarvis, Peter, 1937-. The Practitioner-Researcher : 
Developing Theory from Practice. Ed. Peter Jarvis. San Francisco, Calif.: 
Jossey-Bass, 1999. 
 ‘Developments in the Education of Adults,’ Jarvis, Peter. Adult Education and 
Lifelong Learning : Theory and Practice. Ed. Peter Jarvis. : pbk Vol. London ; New 
York: Routledge, 2010. 







サリー大学 生涯継続教育学部 名誉教授 
（Emeritus Professor of Continuing Education, University Surrey, UK） 
2013 年 3 月 22 日  
                                            




組みが発達している。専門職者向け博士号には、例えば、Doctor of Pharmacy（薬剤師向け）, 
Doctor of Education（教育者向け）, Doctor of Social Work（ソーシャルワーカー向け）, Doctor 
of Engineering（エンジニア向け）などがある。 
31 ジャン=フランソワ・リオタール著『ポスト・モダンの条件 : 知・社会・言語ゲーム』、小
林康夫訳、書肆風の薔薇、1986 年 



























































図 1 6 年制薬学教育カリキュラムの概略図
（OSCE：Objective Structured Clinical Examination, CBT：Computer-Based Testing）
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AIBA Kazuhiko & WATANABE Yoko, Lifelong Learning  
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なきグローバリゼーション的状況に、わたしたち現代人がどのように向き合うかを考える
上で示唆に富む。 

































第 6 章（趙 誠姫）は、韓国忠南地域にあって、大学教授、研究機関研究、そして学校
− 130 −
中島：書評『日中韓の生涯学習』
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（明石書店 2013 年 11 月 30 日発行 Ａ5 判 294 頁） 
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関西 IPE 研究会 活動報告 




A Report of Kansai Inter-Professional Education Network  
– Implications for future development & challenges of Inter-professional Communication for 





 本稿は、教育機関や職場で指導・教育を担当する専門職教育者の異業種交流 IPE 


























た経緯と、「専門職教育者交流型 IPE」の一つの事例として 2013 年 3 月に開催した IPE ワーク





1. 関西 IPE 研究会の趣旨と経緯 






 関西 IPE 研究会は 2013 年に発足したが、代表・渡邊洋子氏を中心とした異業種交流の活動
は、2005 年から行われてきた。ここでは、どのようなプロセスを経て関西 IPE 研究会が発足に
至ったかの経緯を概観し、専門職教育者の異業種交流を目指してきた我々が直面した課題を整
理したい。 
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柴原：関西 IPE 研究会　活動報告−「専門職教育者交流型 IPE」の可能性と課題
 3
が、実感として理解された。 





の文脈でどのように貢献できるのか」、「専門職教育において育成される専 門 職 性
プロフェッショナリズム
とは何か」、





繋げるネットワーク構築を目指し、同年 3 月に、P・ジャービス著『生涯学習支援の理論と実践 : 
「教えること」の現在』（渡邊洋子・吉田正純監訳、明石書店）の出版を記念ジャービス氏が来
日した3際、ワークショップ「専門職教育で『教えること』：ピーター・ジャービス氏を囲んだオ
ープントーク」（2011 年 3 月 6 日）が開催された。同ワークショップには、日本のさまざまな
地域から看護や企業内教育をはじめとして幅広い領域からの参加を得、領域横断的交流へのニ
ーズがあることはさらに明確化となった。 









































2. 専門職教育者交流型 IPE の取り組みの事例 
―2013 年 3 月 23 日実施「職業人の成長と経験をシェアする」 




























3. 専門職教育者交流型 IPE の可能性と課題 —ジャービス教授による提起を手がかりに 
 専門職教育者交流型 IPE の可能性と課題を論じるには、分析・考察が不十分であり、拙速で
はあるが、同ワークショップにゲストとして参加したジャービス教授の提起を手がかりとして、
今後、論証を必要とする仮説を何点か示しておきたい。 













































2） 専門職教育者交流型 IPE の実践的課題 






































                                            
1 IPE の概念整理については、渡邊論文（本誌、p.3-8）参照 
2 研究成果報告書「医学教育従事者の専門職研修に関する成人教育学的実践研究—教育学専攻者
を中心に」（課題番号 19653089、平成 19~21 年度科学研究費補書金（萌芽研究）、渡邊洋子、
2010 年） 
3 P. ジャービス著、柴原真知子訳「学習支援者になるために (シンポジウム報告 変動する現代
社会のなかで「教えること」とは : 高等教育・生涯学習をめぐる日英研究者の対話)」『京都大
学生涯教育学・図書館情報学研究』 、第 11 号、pp. 151-159． 






6 Taylor, B. Reflective Practice for Health Care Professionals: A Practical Guide. Open 
University Press, 2012. 
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Introduction: our action to create an educational space 




2006 年 6 月 23 日、京都大学大学院教育学研究科は、京都府唯一の村で最南端に位置す
る南山城村の二つの区、野殿・童仙房地域と協定を結び、「野殿童仙房生涯学習推進委員会」




























7/21（木）「第 7 回風と雲の広場 演じる体」（旧野殿童仙房小学校） 
8/19（日）「童仙房高原 親子中国琵琶コンサート」（旧野殿童仙房小学校） 
11/24（土）～25（日）童仙房水曜ひろば教育学部祭展示（教育学部本館右手） 




























































































キアム 平成 19 年度 研究成果報告書』72-81. 
児玉華奈・岡田薪子・生駒佳也（2009）「続 野殿・童仙房地域における協働的な『学びの空
間』をめぐるフィールドワーク」教育実践コラボレーション・センター『研究開発コロキアム 
平成 20 年度 研究成果報告書』108-135.  
辻喜代司・崔善今・岡田薪子・鎹純香（2010）「野殿・童仙房地域における生活の中の伝統行
事のフィールドワーク―神社祭祀とその継承を中心として―」教育実践コラボレーション・セ





















前平泰志（編）『風と雲の便り 野殿・童仙房から…野殿・童仙房へ…』Vol.1（2006 年 7 月
31 日発行） 








前平泰志（2012）「教育空間創造ユニット: 野殿・童仙房での生涯学習の取り組み 2007 年度」
教育実践コラボレーション・センター『活動報告書(2007-2011 年度) : 子どもの生命性と有能
性を育てる教育・研究をめざして』64-65. 
前平泰志（2012）「教育空間創造ユニット: 野殿・童仙房での生涯学習の取り組み 2008 年度」
教育実践コラボレーション・センター『活動報告書(2007-2011 年度) : 子どもの生命性と有能
性を育てる教育・研究をめざして』66-67. 
前平泰志（2012）「教育空間創造ユニット: 野殿・童仙房での生涯学習の取り組み 2009 年度」
教育実践コラボレーション・センター『活動報告書(2007-2011 年度) : 子どもの生命性と有能
性を育てる教育・研究をめざして』68-69. 
前平泰志（2012）「教育空間創造ユニット: 野殿・童仙房での生涯学習の取り組み 2010 年度」
教育実践コラボレーション・センター『活動報告書(2007-2011 年度) : 子どもの生命性と有能
性を育てる教育・研究をめざして』70-71. 
吉田正純（2012）「教育空間創造ユニット: 野殿・童仙房での生涯学習の取り組み 2011 年度」
教育実践コラボレーション・センター『活動報告書(2007-2011 年度) : 子どもの生命性と有能
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Writing one’s own career history  
 










































Report on the Symposium : “What a Global Leader to be?”  
in Disaster Nursing Global Leader Degree Program 
 
NAKAO, Yuka & IKEDA, Noriko 
 
１． 概要 
 本稿は、2013 年 11 月 24 日、災害看護グローバルリーダー養成プログラムの主催によっ
て、淡路夢舞台国際会議場(兵庫県)において開催された国際セミナーの概要を、同セミナー
に参加した中尾と池田が、各々の記録を付き合わせつつまとめたものである。災害看護グ
ローバルリーダー養成プログラム(Disaster Nursing Global Leader Degree Program、以下















ヒアシュフェルド博士(Dr. Miriam J. Hirschfeld )である。ヒアシュフェルド博士はオース
トリアのウィーンで大学を卒業後、イスラエルに移住し、テル＝アヴィブ大学で修士号を、





 第二に講演を行ったのが、ジュディス・オールトン博士(Dr. Judith A. Oulton )である。
















(1) ヒアシュフェルト博士：「グローバルリーダーはいかにあるべきか？(What a Global 



















アシュフェルド氏は WHO の理念を紹介し、米国危機管理体制(National Incident 




















きる」とは何を意味するか(what it means to be a human being)に関する知識に基づく倫理
なのである。 
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序 章 実践とは何か 
第一章 実践知の系譜 




第四章 儀礼における実践 −北タイの霊媒カルト 






































































































































































に残念ながら、本書は 2014 年 1 月 20 日現在、販売されていない状況である。
2 田辺繁治『生き方の人類学 実践とは何か』講談社、2003、p.8。 












2013 年度 担当学科 
―学部 
准教授 渡邊洋子 
同和・人権教育論 (前期)    相関教育システム論基礎演習ⅡA (前期) 
生涯教育学概論Ⅱ (後期)    相関教育システム論基礎演習ⅡB (後期) 
生涯教育学専門ゼミナールⅠ (前期)  生涯教育学専門ゼミナールⅡ (後期) 
 
―大学院 
教授 前平泰志  
生涯教育学演習ⅠA (前期)  生涯教育学演習ⅡA (後期) 
准教授 渡邊洋子 
生涯教育学演習ⅠB (前期)  生涯教育学講読演習 (前期) 






































Advanced Seminar on Lifelong Education ⅠB・ⅡB 
FUJISHIRO, Ryo 
 































    
 
 生涯教育学講読演習 
 報告者：渡川 智子   
 









 講読演習で取り上げた文献は、成人教育研究の大家 Peter Jarvis の著書『Learning to be 





 この書は大きく３つのSECTIONに分かれている。SECTIONⅠ「Laying the foundation」
は 5 つの章で構成されており、学習にまつわる重要な概念の背景が整理されている。
SECTIONⅡ「Processes of learning」では、人間の学びの異なる様相を 10 章にわたる項
目によって探求し、人間の学びの過程を明らかにしようとする。SECTIONⅢ「Being and 
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Education for Buraku Liberation and Human Rights 
NAKAO, Yuka 
 





































































目標として、関連する知識や方法論を学ぶゼミである。2012 年度の本授業は、水曜 3 限に
開講された。渡邊洋子先生を指導教官として、今年度卒論を提出した 4 名の学部生と、来














































渡邊 洋子 (京都大学大学院教育学研究科准教授) 
佐伯 知子 (大阪総合保育大学児童保育学部専任講師) 
藤代  諒 (京都大学大学院教育学研究科修士課程) 
中尾 敦子 (心学明誠舎副理事長・吹田市生涯学習計画委員会委員長) 
中尾 友香 (京都大学大学院教育学研究科修士課程) 
渡川 智子 (京都大学大学院教育学研究科修士課程) 
種村 文孝 (京都大学大学院教育学研究科修士課程) 
池田 法子 (京都大学大学院教育学研究科修士課程) 
柴原真知子 (京都大学医学研究科医学教育推進センター特定助教) 
角山 香織 (京都大学薬学研究科総合薬学教育開発センター特定助教) 
中島  純 (新潟経営大学経営情報学部教授) 
小林 伸行 (京都大学大学院教育学研究科教育実践コラボレーション・センター研究員) 
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